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実施日時：平成 27 年 7月 23 日(木) 午前 10:00〜11:00 
対象児 ：M 市立Y 保育園 5 歳児クラス 24 名 
 
T : こんにちは。今日は皆さんと楽しいお話をしに来ました。 
  いろんなお話を聞かせて下さい。みんなはいつもどんな遊  
  びをしていますか。 
C : オセロ、ままごと、ブロック、お絵描き、積み木、あや  
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 とり。 
T : 木のおもちゃって知ってる？ 
C : 家にある。おもちゃ王国で遊んだことがある。 
T : 橋爪先生の所（現代玩具博物館・オルゴール夢館）には 
  行ったことない？ 
C : ある。（4 名挙手）木の積み木があった。 
T : 今日は橋爪先生と先生が作った木のおもちゃを持ってき 
  ました。 
C : やったぁー。 
T : これから見せるおもちゃで、どんな遊びができそうかを  
  教えて下さい。みんながやりたい遊びに必要なものも持 
   って、来週もう１回来るからね。 
T : （段ボール箱から試作玩具を取り出す。） 
C : なにこれー。   
C : 知っとる、木の太鼓だ。木のタンバリンみたい。 
T : （二人に１つずつ手渡す。） 
C : なにこれー。（手に持ったり、床に置いたりして玩具の底
を叩く。）   
C : （臭いを嗅いで）ショウガだ、ショウガの臭いがする。 
C : 木のいい臭いがする。オルゴール館と同じ。 
頭に載せたり、友だちと臭いを嗅ぎ合い「くせー」と言う子
もあり。 
T : このおもちゃでどんな遊びができるか、二人組で相談し  








 ・コマ回し                                                            
 それぞれの遊び方については、「ままごと」１つにしても、
玩具をお皿に見立てる子どももいれば、炊飯器に見立てる子








・モール ・鈴 ・クッションボール ・どんぐり 
・お花紙 ・木製パーツ ・こま ・木屑 ・毛糸 






























          
                            
 












































つずつ持って遊べるだけの個数を作りたいと考え、40個とした。                                
 玩具の名称は、とりあえず「木製うつわ型玩具」と名付けて
いる。今後、商品化が可能となった場合には、子どもたちにも
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 木製うつわ型玩具 制作手順 
       
①正方形の板４枚を 90°方向に重ねる ②正方形の板３枚を接着し、ホールソーで穴を開




⑤塗装と研磨（各 3回） ⑥完 成 
